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最新のトレッキングブーツにもジャスト

フィットするクロモリ８Ｐ卍～１４Ｐ卍

近年は登山靴も軽さを追及されるようで

す。「山のかたりべ」第 13 章 高尾山で同

行者よりの忠告です。

「石井の靴は重すぎる。今時こんな靴を

履いているのはお前ぐらいのもんだよ。山

歩きは修行じゃないんだ。もっと軽い靴が

いくらでもある。」

ワイフにその件を告げると、早速、買物

に同行してくれます。お店では現在もっと

もよく売れているトレッキングブーツ（シ

リオ製。Ｐ.Ｆ.46）を勧めてくれます。今

まで愛用していた靴より 1 足で 500ｇほど

軽く、ゴアテックス製なのが気に入りまし

た。ただし、６Ｐまでの軽アイゼンしか装

着できないかも知れないと助言されまし

た。

帰社後、クロモリ８Ｐ卍、１０Ｐ卍、１

２Ｐ卍、１４Ｐ卍を買ったばかりの靴に装

着してみると、どのアイゼンにもジャスト

フィットします。本誌前月号、フリクショ

ン装着法の項でプチドラゴン装着例を紹

介しましたが、今月はクロモリ８Ｐ卍に装

着したシリオ。Ｐ.Ｆ.46 のフリクション装

着法を改めて写真で紹介します。要は丸カ

ン、三角カン、三股カン、ワイヤーの外側

からベルトを通すと楽に装着できること

です。
クロモリ８Ｐ卍 フリクション装着例



ワイヤー梯子が第 1原発でお役に立っています

時事ドットコムの福島原発写真特集の

記事中に放射性物質飛散防止用カバ

ー設置工事の写真が紹介されていま

す。

パソコンでそれを見た我社従業員は

ワイヤー梯子を生産した担当者です。

鉄骨に張られた梯子に気づいたそう

です。

「私が作ったワイヤー梯子が原発に

使われている」

報告を受けた事務方が写真を取り出

そうとしました。それはできないように

防御されています。

興味のある方はパソコンでお調べく

ださいませんか。見るのは自由のよう

です。

―東電提供 2011 年 9月 8 日 時事通信社 ―

サイズ ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑﾎﾞﾙﾄ数 総重量 税込価格

５Ｍモデル(CL15) スタンス 300×25×厚さ 1.5ｍｍ×15 段 6 本 2.2 ㎏ ￥75,075

１０Ｍモデル(CL16) スタンス 300×25×厚さ 1.5ｍｍ×30 段 14 本 4.35 ㎏ ￥98,175

放射性物質飛散防止用カバーを設置するため、福島第１原発１号機原子炉建屋の周囲に組み立てられ
た鉄骨。今後、樹脂コーティングした繊維のパネルを取り付ける（左奥が１号機タービン建屋、右奥が２号
機）（東京電力提供）（2011 年 09 月 09 日） 【時事通信社】

※ワイヤー梯子は受注生産品です。納品には受注後約１ヶ月を要します。

※特注品（ご希望のサイズ）も受注できます。（別途見積り）

ワイヤー梯子 (CL15・16)
ワイヤー部：ステンレス(SUS304)製

ステップ部：アルミ製角パイプ
カラー：シルバー

← プラットホーム用スタンス



幕末の志士達の集合写真

―― 我社に展示してます ――

徳川幕府長崎英語塾の教師、塾長、生徒たちの集合写真が我社の事務室に懸けてあります。撮影日

慶長元年（１８６５年）。撮影者 上野彦馬。

英語教師ガイドウ フリドリン フルベッキ博士とその長男ウイリアム フルベッキを中心に左端に塾長

勝海舟。上部左より中野健明、中島承之、江藤新平、井上聞多、伊藤博文、村田新八、小松帯刀、大久

保利通、西郷隆盛、西郷従通、新納刑部、陸奥宗光、石橋重朝、山中一郎、吉井友実、香月経五郎、五代

友厚、鮫島誠蔵、丹羽竜之介、中村宗見、寺島陶蔵。

下段左より大村益次郎、桂小五郎、中岡新太郎、大隈重信、江副廉蔵、岩倉具経、大木香件、大室貴

之祐、副島種臣、岡本健三郎、岩蔵具定、高杉晋作、坂本龍馬、日下部太郎、横井左平太、横井小楠、横

井忠平、合計 41 名です。

そうそうたる顔ぶれです。ちなみに坂本龍馬を初めて撮影したカメラマンもこの写真の撮影者 上

野彦馬だそうです。

サイズは縦40㎝×横50㎝。大きすぎてコピー機には入りません。ご来社いただいた際にはご覧に

なれます。貸し出しは致しませんが、写真は自由にお撮り下さい。約20年前入手。「話の種にと思い紹

介させて頂きます。」



やまのかたりべ

第14章 高尾山その 2

高尾山は東京を中心とする首都圏の代表的な観光地で知られている。標高 599ｍでケーブルカ

ー、リフトがあり、登山は容易で山腹には真言宗のお寺「高尾山薬王院有喜寺」がある。この飯縄権

現堂は、都の重要文化財に指定されている。薬王院有喜寺は、行基菩薩の草創で千二百年余りの

歴史があり、俊源大徳が中輿した古刹で成田山新勝寺、川崎大師平間寺と共に関東三山のひとつ

として古くから知られている。

高尾の森は戦国武将により守られ、さらに徳川幕府からは 75 石の朱印地を賜わって山を大切に

してきたため、自然の宝庫でもある。

昭和 42 年には、明治の森国定公園に指定され、各種のハイキングコースがあり、東海自然歩道

の東京側起点でもある。

高尾山には山麓から山頂まで、お食事処やおみやげ屋が軒を並べ名物ものが数多くあり、楽しみ

のひとつでもある。

ご来山の際には、ぜひ立寄ってみては。

―― 高尾山商店会公式ホームページより転載 ――

御本尊・飯縄大権現

飯縄大権現は、信州（長野県）の飯縄山で平安時代（７９４～1185）の末期より信仰され始めたと伝

えられます。

俊源大徳が高尾山の御本尊として奉祀された飯縄大権現は、法身・大日如来の教令輪身
きょうりょうりんじん

（芬怒
ふ ん ぬ

の形相をした化身）である不動明王、迦楼羅天
か る ら て ん

、荼吉尼天
だ き に て ん

、歓喜天
か ん き て ん

、宇賀神
う が じ ん

、と弁財天のそれぞれ

の御利益を合わせ持つ、五相合体した御姿を持ち、さらに大天狗、小天狗を従えています。家内安

全、除災開運、災難消除、身体健全などの諸願を成就してくださる高尾山様として人々に信仰され

る、ありがたい御本尊様なのです。

―― 大本山高尾山薬王院パンフレットより転載 ――

高尾通い

３月に過労で体調を崩して以来、４ケ月間山歩きを中断した。その影響で足腰が衰え、仕事も疲

れやすくなる。山歩きを継続するには体力を戻さねばならない。高尾山には多くのルートがある。し

ばらくは高尾通いでリハビリ登山を行うつもりで、10 月には表参道を登り、稲荷山コースを下る計画

を立てる。若いころの山仲間、岩沢に同行を依頼したが、妙齢なご婦人 森川幸が京王線高尾山口

駅前の集合場所に現れる。

詮索はしないで自己紹介する。彼女の山仕度はしっかりしている。笑顔も可愛いい。性格も明るそ

うだ。足手まといにはなるまい。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

表参道（清滝コース）

10 月 20 日（木）曇天

平日だというのに高尾山麓はハイカーが多勢たむろする。岩沢、森川、石井の順でパーティを編

成。右に向かい、赤いモミジ橋の横からケーブル清滝駅前の広場にでる。広場そばの清滝右側か

ら表参道に入る。ここは明治 100 年を記念して作られた東海自然歩道の起点でもある。



沢沿いのよく整備された車道は徐々に傾斜をもちあげる。周囲の杉林は今年襲った台風 12 号の

強風で無惨になぎ倒されている。倒木を切りきざむチェーンソーのすさまじい音がこだまする。

参道は右へカーブして山腹を登る。つぎに尾根道を進む。ケーブル山頂駅前をすぎると観光客で

賑わいを増す。展望塔、十一丁目茶屋、自然動物園、タコ杉通過。108 段の石段がつづく男坂を左

に見送り、緩斜の女坂経由で茶屋に訪れ、商売繁昌のお礼を申し込む。

薬王院大本堂に通された三名は座して合掌。神妙に読経を拝聴する。

すがすがしい気分で、ゆったり歩く。日影沢からの道を合わせ、茶屋、ビジターセンターが並ぶ高

尾山頂に立つ。曇天とあって好展望は得られない。西へ下り、短い登りでモミジ台につく。

さんどうを

のぼりてたどる

たかをざん

もみじのいろは

まだあさいあき

テーブルを囲んで茶屋で求めたナメコ汁をすする。持参した弁当をほうばりながら、和気あいあい

の会話がはずむ。

誰とはなしにパッキングをすませたら、三人そろって立ち上がる。

稲荷

い な り

山コース下降

山頂でも稲荷山コースの道標は確認していた。モミジ台から東に下った小広場が稲荷山コース出

合い。そこから稲荷山尾根を下降し始める。

登山者も下山者も絶え間ない。滑りやすい急斜面と露岩帯が延々とつづく。よく踏まれた登山道

だが、昨日降った雨がよけい滑りやすくさせている。ベンチがある広場、コナラの木陰をすぎた急斜

面で足を滑らせスリップする。しまったプチドラをつけ忘れた。

「大丈夫ですか」

森川が心配して声をかけてくれる。

平坦路がしばらくつづき、展望台と東屋、トイレが建つ稲荷山でコーヒー休憩をとったあとは一気

に稲荷神社前を下り、ジグザグ路を急下降してケーブル清滝駅前の広場にもどる。

京王線高尾山口駅のプラットホームで新宿駅に向かう岩沢、森川と別れる。

「また縁があったら、ご一緒しましょう」

名残りを惜しむ間もなく電車が動き出す。

今日もいい山登りをしている。



タイム
京王線高尾山口駅 8：53～9：03

表参道登山口 9：15

ケーブル山頂駅 10：20

男坂・女坂合流地 10：41

薬王院大本堂 11：10～11：38

山頂 11：50～12：00

もみじ台 12：15～12：50

稲荷山コース出合い 13：00

稲荷山 13：40～13：50

稲荷山コース登山口 14：40～15：04

京王線高尾山口駅 16：30

（京王線、中央線、武蔵野線経由）

川口帰社 17：30

パーティ 石井、岩沢、森川





スノーシューズとアイゼンの同時使用法

――フリクション装着法同様、画期的考案――

〇木製ワカンの使用者はアイスバーンではワカンを裏返しに履くようにしていました。理由は左、

右の爪が破損しやすいからです。木製ワカンの爪は硬雪に耐えられないほど軟弱でした。

弊社のスノーシューズの爪はステンレス製です。さらに成形加工をして強度を高め、片足側だ

けでもリベットで８ヶ所を固定しています。リベットも昨年から鉄３価クローム製を採用してレベ

ルアップしました。堅牢さは世界一です。スノーシューズはアイスバーンでも裏返しにする必要

はありません。そのまま通過できます。

〇スノーシューズとアイゼンを同時使用する際は、どちらを先につけても問題はありません。た

だし、アイゼンを履いた下にスノーシューズをつけると、アイゼンの爪がスノーシューズのベル

トを傷つけるおそれがあります。

写真はスノーシューズの下にアイゼンをつけた例です。（スノーシューズはＭ、クロモリ１４Ｐ卍、

フリクション装着法）

この方法ではアイゼンの爪の露出度が大きく、安全登山に役立ちます。

本誌１１月号でお知らせした

東日本大震災復興キャンペーンは継続中です。


